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2．．妊婦の栄養所要量の検討
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要約3　　　　　　　　　　　　　　　．　　　 』て
第鴎次改訂日本人栄養所要量の中、県婦の緻を検討するために、愛育病院で受診しズ軌、る妊娠22～37週の妊嫡

を対象に．食事買の上げ法により栄養調査を行った。四訂食品成分表によ◎栄養摂取懸を算出し、栄養所肇量との坤

較を試みさらに騰の鱗糊鴻懸・出生体匙磯ラけを行舜・
L茜ネルギー・たん白質㌧カルシウムの平均栄養摂取壁はぞれぞれの栄養所騨を構翠充足しており』脂肪はそれ

　を上回り・鉄ば著しく不足していた。ビタミンA・B置・残・Cに調曜によう損失を考慮しても・栄挙所要量をミ

　充足していた。
2・臨床検査値はすべて正常範囲内にあり・鉄の探取不足にも拘らず・血隼素・ヘマト李リット値は縦糊内

　にあった。従って、現行の鉄の所要激は高すぎると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』3．贈の潮と出生体重4の間に高し噸関が観察された。
4・膿8繍の蹄ルギー融と蝕体靴の間鵬し・相欝みら払興から灘弊師の脹簿等糊の羊
　ネルギー所要縫は幾分高儘であると思われた。
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1　緒言 斑結果および考察

　世界の多くの国々で、栄養・食生活の面から国民の健

康を守り、あるいはさらに健康を増進するために、エネ

ルギーおよび栄養摂取の適量、あるいは望ましい量を発

表しているgわが国でも1940（昭和15）年に国戻食と呼

ばれる栄養の基準が発表されて以来、数次にわたって改

訂が行われ、今日に至っている。

　現在のものは1989（平成元）年9月に発褒されD、19

90年から5年間、国民の栄養。食生活の指針として使馬

されてレ、る。この中、妊娠婦の栄養所要量を衷1に示す。

妊姫中は妊娠前半期（20週までγおよび妊娠後半期（21

週以降） に分けられ、生活活動強度がr軽い」’に眉する

女性の栄養莇要羅に対する付加量で示されている。妊娠

時の雑は胎児が健全で充分塗発育を遷砿 かつ、その

ために母体の健康が損なわれることのないようにしなけ

ればならない。

　近年、劔の体重増加を適度比畑さえるほうが良好な

妊嬢・分娩経過が得られるという考え方が普及してい葛。

そこで・妊婦卯栄養摂取状汎を掘屋し・妊類中の母体の

体重増加および出生体蟹との関係を観寮し、現行の栄養

所要量と照合したいと考えた。

1．栄養素等の摂取状況

　全調査対象の食事調査時が妊娠後半期に属するので、

栄養素等の摂取量を全平均値で算出し、1人1日当りの

摂取量を表2に示す。エネルギー1982面a1、たん白蟹83

。7g、脂肪78。2g、カルシウム9鈍㎎、鉄12．1國gであるが、

それぞれの摂取癒にかなりの変動幅が観察された。日本

人の栄養所要量は20歳以降は10年刻みで示されている。

衷1に示レたように、女性の場合、2q畿代と30歳代と：で

は・大部分の栄養紫の所要量は同値であるが、エネルギ

ーのみが後奢に50kca1少ない。そこで、本調査対象にお

いて年齢別摂取量を観察した。表2から岡らかなように、

エネノレギー撒量匹ま栄…餐所…観と：Oま逆君こなり、　30獣力三

20歳代に比べ約60kca1多く、また、たん白質、脂肪、鉄、

ビタミンA、ナイアシン、 ビタミンCの摂取量も多いる

さらに、妊娠週数別に摂取量をみる≧、ビタミンAを除

き・エネルギーおよびその廼の栄養素のそれは30遇代に

比ぺ20週代の方が多い。しかし、武久ら2，の調査成績に

よると、妊娠16週以隆殆どの栄養摂取量に差はみられ
ない。

　栄養所要量に対する充足串をみると（図1）、エネル

褒1　妊婦の栄養所要匿（生活活動強度”・軽い・”）

エネルギー
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＋3　予0　冊．ま　冊．工　＋1　季10＋300
＋8　＋200　督0．2　紛．2　季2　＋10＋300

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギーは2磯代、30歳代共に幾分不足し、たん白質は20歳
H　研究方蓬．　　　　　　　＝　　　　　　　　． 　代は擾ね充足し、3q歳代はそれを上回る。脂肪は両群共

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に所要厘をかなり上回り、カルシウムは30歳代に不足傾
　総合母子保鍵センターにおける母親学級を受講し・愛　　向がみられる。鉄の充足率は著しく低い。ビタミンA、

膏病院で出産予定の妊婦22名を調査討象琴し・出蓬迄の　　B』B2・Cは加熱調理による損失分を考慮し亡も、所

間L2回にわたり、平均的な食物摂取をした日の食察を買　　要量を充足している。

い上げ、調理材料を秤量して栄養摂取分析を行った。　　　これまでの妊婦、特に妊娠後半期を対象にした栄養調

　対象の年齢は25～29歳12名・30～3磯10名・食事調査　　査成緩によると、昭和40隼前後3》にはエネルギーの摂畿

を行った時期は妊娠20～23週3名、24～27週！5名、28～　　量は2373kcal、たん白質86．2g、脂肪47．Og、カルシウム

31週13名、32～35週4名、36～39週2名、延べ37B間である。 634㎎、鉄15，7㎎、昭和50～5玉年のでは前述のものに比ぺ

　妊娠中の母体の体重増加・臨鎌検査結果・出生体重お　　エネルギーとたん白質摂取盤に減少がみられる。昭和50

よび児の発鰍況は・それぞれのカルテの記載によった・　年後半の調査2》によると、エネルギーの摂取量は減少し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ているが、たん白質、脂肪、カルシウムは幾分増翻傾向
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水野他：2，妊婦の栄養所要量の検討

表2栄養摂取量

エネルギーたん白質脂肪カルシウム
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図1　栄養所要量に対する充足率

にあった。これらの変動の背景には。栄養所要鰻自体が　　　代表的な栄養素等…エネルギー、たん臼質、脂肪．力

変わ り、それに基づいて指導が行われてきたこと、また、　ルシウム、鉄”・の蘭圃摂取量を図2一玉、2－2、
2廟

国民の食生活の変i化などが影饗しているものと思われる。　3に示す。

2。個圃にみた栄養素等の摂敢量　　　　　　　　　　　　エネルギー・＝1日のエネルギー摂取量は麗1314kca1
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図2－1　個別にみた栄養素等摂取量

から最高2677kca1に及ぶo全体の約41％のも者はエネル

ギ。摂取量が1600～1900輩ca三の範囲に分布している。

　たん白質31日の摂取量は簸低60。3g、最高128。3gでそ

の差は約2倍に及ぶ。所要巌に対する充足率が110％以上

の者は38％、90％以下の者は32％にみられた。しかし、

妊娠後半期においても、たん自質の摂取量が非妊時の所

要量（60g）とほぼ同レ、ベルの者が16％にみられることは

注目に値する。

　脂肪； 1Eの摂取量は最低44，6g．鵬爲6，2gで、約3

倍の開きがあった。謄肪の所要燈の範囲内にある養は41

％、所要量以下8％、以上の者51％であった。前述のよう

に、エネルギー摂取量は所要量を下回る者が多いにも拘

らず、脂肪の摂取量は所要量を上回る者が多いことは、

穀類の摂取量がかな少ないことが推測される。

　カルシウム；1日の摂取量は最砥295㎎、最高2182㎎で

かなりの飼人差が観察された。カルシウムの所要量を概

ね充足している者は14％、かなり不足している者は54％、

多い者30％である。
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水野他＝2，妊婦の栄養所要量の検討
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図 2ア』 　個別にみた栄養素等摂取量

　鎌㍉銑マ）暇壁を充足していう者は鰹⇒婆％に過ぎず、

欄傭は継していも特ぬ 蘇の腋勘1／2以下
の瀞2螂に鵬さ糠・騰糊の鉄の所戴を充
足ずるためには、毎日肝臓を中心とした鉄の舗量の多

い食晶の利用、鉄を強化した食品の導入などを心がけな

けれ曜鉄の所要量を満たすことは不可能に近い導とを示

している。

4．妊娠中の臨床検査値
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図2－3　醐‘こみた栄㈱匿

　妊娠後半期における各種臨床検査結果の平均殖は以下

の通りである。

　ヘモグロビン12．班0．國dl、ヘマトクリット34．2ま2．

2％、血清たん白質6．7土0，3g、GOT、鯉丁、舐P、U凪B田、

総コレステロール、クレアチニンはすべて正常億の範囲

内にあった。図2－3にしめしたように、鉄の摂取謄が

所要量に溝たない者が多かったので、血液性状、特にヘ

モグロビンとヘマトクリット値との関係を調べた。妊婦

貧血の判定基準をヘモグロビン値11．Og未満および（また

は）ヘマトクリット値33．0％未溝としてみると、瀦共

に判定基準以下の者は2．7％、ヘマトクリット値のみが基

準以下の者は27．0％であり、鉄の撰取量とヘモグロビン

およびヘマトクリット値との間に相関関係は認められな

い。造血作用および鉄級収に関与するたん白質、ビタミ

ンCの摂取状況を考えあわせると、本対象のようにビタ

ミンCを充分に摂取し、たん白質の摂取が所要量を上回

る者が多い場合には、例え鉄の所要量を充足していなく

ても、血液性状は正常に保たれているこたが示唆された。

平成3年国民栄養調査結果5ンにより栄養所要墨に対する

国民1人当りの栄養充足率をみると、たん白質は工23％、

ビタミンCは23三％であり、ごのような栄養摂取の背景下

にある国の妊婦に対しては、現行の鉄の所要量は高すぎ

るように思われる。

5．妊娠中の母体の体重増加鷺と栄養摂叡量および出生

　　体重との関係

　栄養状態の指標として偲々の持っ体重がしばしば用い

られる。妊娠という環境の中で、母体の体璽は日々変化

するが、その増加溝成は単に母体の脂勝落積だけでなく、

子宮内成分をはじめ種々の構成成分の総和として表され

る。従って、栄養状態の指標としてみる場合、かなり複

雑になる可能性があるという6，。わが国における妊婚の

母体の体重増加に関する調査成績はかなり多くみられる。

それらの報告によると妊娠途潮間における体重増加量は

9～11．7㎏であり、ほぼ10～11㎏とする者が多い。そこで

今回の調査対象の体羅増加を観察した。

　母体の体重増加量は3。2～17。8㎏におよぶ010㎏未満の

者は57．2％、工0～11．9㎏19．0％、12。0㎏以上23．8％であ

った。出産週数は37～41週、平均出生体竃は男児3035土4

81g・女児2974土392gで・平成2年の値に箆べ男児では11

5g、女児85g少ない。出生体重の分布をみると2500g未満

3人、2500～3000g未満7人、3000～3500g未満9人、35

00g以上2人である・平成2年身体発育値調査の結果・1

0年前に此べ出生体重の減少が明らかにされ、その背景の

1っに妊婦の体重増加を押さえる傾向のあることがあげ
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水野他＝2．妊婦の栄養所要量の検討
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図3狂娠中の体重増加量と出生体重

られている7，。そこで　妊娠中の母体の体量増加巌と出

生体重との関原を観察し、その結果を図3に示す。妊娠

中の体量増伽麗と出生体重との間に高い相関閥係が認め

られた（r＝0。675）。

　欺baraら8，によると妊娠中の母体の体重増卿量と出生

依重の問には、y＝α十20．玉冗－1，517の回帰薩線が得られ、

母体の体奨増加が1㎏増加するごとに、出生体重は20ユ

g増加するという。門井ら9レは出生体重には鰯が関

与し、還伝子の作用38％、環境因子の作用62％であり、

環境因子の中、母体の栄養、健康の関与度は18％である

と述べている。

　そこで、妊娠中、特に、28週以降のエネルギーおよび

たん自質の摂取量と妊娠中の母体の体重増加量との関運

を調べたが、明かな相関関係はみられない。しかし、妊

媛28週以降のエネルギーおよびたん白質の摂取漁と出生

体璽との関係をみると（図4）、エネルギー摂取量との

間に高い相関（r＝0，670）が観察された。福井ら田》は妊

娠中の総エネルギr摂取と膨生体重には柑閲はみられな

いと報告しており、」また、駒井ユPはエネルギーの摂取籔

と食事のパランスが出生体重に少なからず闘与するとい

う。今回の結果を基に平成2年の平均出生体重（男3150

g、女3060g）、を指標にして妊娠後半期のエネルギー所要

澄を推計すると約2000kca1程度となり、現行のエネルギ

ー所要量は幾分高値であると思われる。しかし、 今回の

調査では対象数力沙ないので、今後さらに例数を増やし

検討を行わなけれぱならない。

5．出生後の児の身体発育状涜

　出生後7カ月までの児の身長および体重の発育状況を図

5に示す。身畏につし、てみると、3カ月頃まで男女児共に

3パーセンタイル以下に属する者が数人みられるが、そ

の後、3～97パーセンタイルの範囲内にある。体重は3

バーセンタイル以下の書は1名に過ぎない。しかし、男

児に比ぺ女児においては身長、体重共に50パーセンタ

イル以下に属する者の割合が高い。今後、 さらに妊娠中

の栄養状況と串生体重およびその後の発育状洗との関係

を観察して行きたい。
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